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広 報 
村の人口　6,828人（－２） 

　 男　 　3,306人（－３） 

　 女 　　3,522人（＋１） 

　世帯数 　2,052戸（－２） 
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七
月
十
八
日
、
県
南
部
を
中
心
と
す
る
豪
雨
に
よ
り
天
竜
川
の
水

位
が
上
昇
し
、
伊
久
間
地
区
の
下
流
域
で
浸
水
が
広
が
っ
た
た
め
、

十
九
日
午
前
九
時
、
三
十
二
世
帯
に
避
難
勧
告
が
発
令
さ
れ
、
そ
の

後
二
世
帯
が
追
加
さ
れ
、
伊
久
間
農
産
物
加
工
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
避

難
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

伊
久
間
地
区
で
は
十
八
日
夜
か
ら
消
防
団
に
よ
り
内
水
の
排
除
作

業
や
土
の
う
積
み
作
業
を
懸
命
に
行
い
ま
し
た
が
、
浸
水
の
拡
大
が

収
ま
ら
な
い
た
め
、
豊
丘
村
消
防
団
に
も
協
力
を
要
請
す
る
な
ど
十

九
日
昼
ま
で
対
応
に
追
わ
れ
ま
し
た
。

排水作業には、喬木、豊丘両村の消防ポンプ28台が投入されました。

　

長
野
県
内
に
深
刻
な
被
害
を
も

た
ら
し
た
平
成
十
八
年
七
月
豪
雨

災
害
は
、
喬
木
村
の
住
民
生
活
に

も
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。

　

七
月
十
八
日
夜
、
十
七
日
か
ら

降
り
続
い
た
雨
は
、
喬
木
村
で
も

累
積
雨
量
一
〇
〇
�
、
諏
訪
・
上

伊
那
で
は
累
積
雨
量
が
二
五
〇
�

を
超
え
、
上
流
部
で
の
大
雨
に
よ

り
、
天
竜
川
の
水
位
が
二
十
時
の

時
点
で
警
戒
水
位
を
超
え
ま
し
た
。

十
八
日
十
六
時
頃
に
は
伊
久
間
区

の
役
員
の
方
々
が
、
伊
久
間
水
門

の
水
位
の
状
況
に
つ
い
て
見
回
り

を
始
め
、
役
場
へ
も
現
地
の
情
報

を
早
く
か
ら
提
供
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

そ
の
後
も
、
天
竜
川
の
水
位
は

上
昇
を
続
け
、二
十
一
時
前
に
は
、

喬
木
村
消
防
団
が
ポ
ン
プ
に
よ
り

内
水
の
排
除
を
始
め
ま
し
た
。

　

深
夜
に
な
っ
て
、
雨
は
一
旦
、

小
康
状
態
に
な
っ
た
も
の
の
、
最

終
的
に
は
、
諏
訪
・
上
伊
那
で
は

四
〇
〇
�
を
超
え
る
記
録
的
な
大

雨
と
な
り
、
伊
久
間
地
区
へ
の
浸

水
が
十
九
日
朝
に
始
ま
り
ま
し
た
。

被
害
が
更
に
拡
大
す
る
お
そ
れ
が

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
九
時
に
は
避

難
勧
告
を
行
い
、自
主
防
災
組
織
、

消
防
団
、
役
場
職
員
等
に
よ
る
避

難
誘
導
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

関
係
者
の
協
力
に
よ
る
避
難
、

消
防
団
等
に
よ
る
内
水
の
排
除
及

び
土
の
う
積
み
が
懸
命
に
行
わ
れ

た
こ
と
、
ま
た
、
雨
が
昼
過
ぎ
ご

ろ
に
は
止
ん
だ
こ
と
か
ら
、
幸
い

な
こ
と
に
最
小
限
の
被
害
に
と
ど

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
、
人
的
被
害
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
こ
れ
は
、
た
ま
た

ま
、
運
が
よ
か
っ
た
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
住
民
の
皆
さ
ん
が
危
険

を
察
知
し
、
役
場
か
ら
の
呼
び
か

け
に
迅
速
に
対
応
し
て
い
た
だ
く

と
共
に
、
興
味
本
位
で
危
険
な
地

区
へ
は
近
寄
ら
な
い
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

　

自
然
の
力
は
強
力
で
す
。
そ
の

力
と
ぶ
つ
か
り
合
う
の
で
は
な
く
、

危
険
な
と
こ
ろ
を
避
け
、
受
け
流

す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

７月豪雨災害　主な村内土木施設の被災状況

延長被害状況箇所名路 線 名

１０ｍ路肩崩落桃　添村 道 １ 号 線

２１ｍ法面崩落両　平村 道５０７号 線

３０ｍ路肩崩落氏　乗村 道９０８号 線
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7月豪雨災害の時間経過
７月１８日 １３：００ 広報　大雨警戒放送（オフトーク）

 １６：３０ 伊久間区長から伊久間水門水位状況連絡

 １８：４０ 天竜川伊久間指定水位（１．４０ｍ）超過

 ２０：００ 天竜川伊久間警戒水位（１．７０ｍ）超過

 ２０：１０ 消防団　伊久間班詰所待機

 ２０：３０ 喬木村災害警戒本部設置

 ２０：３０ 消防団　伊久間班現地へ出動

 ２０：４０ 消防団　内水排除作業開始

 ２１：２０ 広報　住民に水位上昇について情報提供

 ２１：４０ 消防団　第２分団堤防へ全班出動

 ２２：１５ 消防団　一時解散

７月１９日 １：１０ 再度、伊久間区長から水位上昇の連絡

 １：３０ 広報　住民に水門閉門可能性について情報提供

 １：３０ 消防団　内水排除作業再開

 ５：００ 天竜川伊久間出動水位（２．５０ｍ）超過

 ５：３０ 広報　伊久間住民への注意喚起

 ６：３２ 現地報告　伊久間の水門の流れがほぼ止まったとの連絡

 ７：００ 伊久間水門閉門操作（天竜川からの逆流防止）（時間は不確定）

 ８：３０ 喬木村災害対策本部設置（警戒本部から切り替え）

 ９：００ 避難勧告　３２世帯　９４人（伊久間団地）

 ９：１０ 避難所へアルファ米、乾パン等送付

 １０：１５ 建設業者　排水ポンプ４台調達

 １０：２０ 豊丘村　消防団到着　内水排除応援

 １０：２５ 広報　住民向け注意喚起オフトーク放送実施

 １０：５０ 避難勧告　２世帯１２人（団地周辺）

 １１：００ 建設業者　排水ポンプ１台調達

 １２：３０ 伊久間水門開門操作

 １２：４０ 避難勧告解除

 １５：００ 災害対策本部を解散し、警戒本部を継続

７月２０日 １２：００ 災害警戒本部解散

伊久間水門の閉鎖により冠水が発生しました。
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各各
地
区
の
避
難
所

地
区
の
避
難
所

　

避
難
の
際
は
ど
な
た
で
も
最
寄
り
の
施
設
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
※
印
の
施
設
は
、
土
砂
災
害
危
険
区
域
で
す
の
で
、
土
砂
災

害
の
危
険
性
が
高
ま
っ
た
場
合
（
具
体
的
に
は
、
次
の
防
災
メ
ー
ル
に
よ

る
土
砂
災
害
警
戒
情
報
発
令
時
）
に
は
、
別
の
避
難
所
へ
避
難
し
て
く
だ

さ
い
。

施　

設　

名

阿
島
北
コ
ミ
ュ
テ
ィ

消
防
セ
ン
タ
ー

北
公
民
館

※
寺
之
前

　

集
落
セ
ン
タ
ー

帰
牛
原
公
民
館

喬
木
村
第
一
公
民
館

喬
木
北
保
育
園

阿
島
傘
伝
承
館

喬
木
第
一
小
学
校

喬
木
中
学
校

飯
田
養
護
学
校

喬
木
村
第
一
社
会

体
育
館

南
農
事
集
会
所

喬
木
中
央
保
育
園

喬
木
村
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー

J
A
み
な
み
信
州

喬
木
支
所

馬
場
ふ
れ
あ
い

伝
承
館

喬
木
村
中
央
社
会

体
育
館

管
理
責
任
者

阿
島
区
長
・

年
番
長

阿
島
区
長
・

年
番
長

阿
島
区
長
・

年
番
長

阿
島
区
長
・

年
番
長

村　

長

村　

長

阿
島
区
長
・

年
番
長

村
長
・
校
長

村
長
・
校
長

長
野
県
・
校
長

村　

長

阿
島
区
長
・

年
番
長

村　

長

村　

長

J
A
組
合
長

小
川
区
長

村　

長
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施　

設　

名

喬
木
村
い
こ
い
の
家

田
上
川
消
防

セ
ン
タ
ー

※
上
平
集
落

　

セ
ン
タ
ー

伊
久
間
農
産
物
加
工

セ
ン
タ
ー

喬
木
村
第
二
公
民
館

喬
木
第
二
小
学
校

富
田
陶
芸
館

喬
木
南
保
育
園

大
和
知
農
産
物
集

出
荷
セ
ン
タ
ー

大
和
知
公
民
館

氏
乗
集
落
セ
ン
タ
ー

※
大
島
公
民
館

大
島
山
の
家

※
加
々
須
区
民
会
館

特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
喬
木
荘

デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
ふ
れ
愛

△
喬
木
荘
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
は
要
援
護
者

避
難
施
設
に
な
り
ま
す
。

管
理
責
任
者

村　

長

小
川
区
長
・

地
区
長

小
川
区
長
・

地
区
長

伊
久
間
区
長

村　

長

村
長
・
校
長

富
田
区
長

村　

長

大
和
知
区
長

大
和
知
区
長

氏
乗
区
長

大
島
区
長

大
島
区
長

加
々
須
区
長

村　

長

村
長
・

社
協
会
長
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防
災
メ
ー
ル
を
活
用
し
ま
し
ょ
う　

　

長
野
県
で
は
防
災
メ
ー
ル
を
配
信
し
て
い
ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
ま
た
は
携
帯
電
話
に
て
土
砂
災
害
警
戒

情
報
、
台
風
情
報
、
東
海
地
震
情
報
を
受
信
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
次
の
ア
ド
レ
ス
か
ら
ご
登
録
い

た
だ
け
ま
す
。

ア
ド
レ
ス：

h
ttp
://2
1
0
.2
3
3
.1
1
3
.1
9
3
/n
a
g
a
n
o
/

「避難勧告」について
　

今
回
、
発
令
し
た
「
避
難
勧

告
（
ひ
な
ん
か
ん
こ
く
）」
と

は
、
対
象
地
域
の
土
地
、
建
物

な
ど
に
被
害
が
発
生
す
る
恐
れ

が
あ
り
、
人
的
被
害
の
発
生
す

る
可
能
性
が
明
ら
か
に
高
ま
っ

た
場
合
に
、
居
住
者
に
立
ち
退
き
を
勧
め
促
す
も
の
で
す
。

　

勧
告
が
出
た
場
合
に
は
、
対
象
の
住
民
の
方
は
、
計
画
さ
れ
た
避

難
場
所
等
へ
の
避
難
行
動
を
開
始
し
て
く
だ
さ
い
。

　

災
害
対
策
基
本
法
六
十
条
に
基
づ
き
、
地
元
自
治
体
の
首
長
（
村

長
）
の
判
断
で
行
わ
れ
ま
す
。

　

村
長
が
発
令
す
る
「
避
難
指
示
（
ひ
な
ん
し
じ
）」
も
あ
り
ま
す

が
、
勧
告
よ
り
も
緊
急
度
が
高
く
拘
束
力
が
強
い
も
の
で
す
の
で
、

指
示
が
出
た
場
合
は
、
早
急
に
避
難
場
所
等
へ
の
避
難
行
動
を
開
始

し
て
く
だ
さ
い
。
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 平成18年度コモンズ支援金 

地域との協働で
８事業が採択

　

昨
年
度
か
ら
始
め
ら
れ
た
県
単

独
補
助
事
業
・
コ
モ
ン
ズ
支
援
金

事
業
の
二
次
募
集
分
ま
で
の
事
業

採
択
が
発
表
さ
れ
、
喬
木
村
で
は

昨
年
を
上
回
る
八
事
業
（
支
援
金

額
・
七
九
〇
万
円
）
が
採
択
と
な

り
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
県
へ
の
申
請
事
業
の

大
部
分
を
地
域
や
地
域
活
性
化
グ

ル
ー
プ
、
村
づ
く
り
塾
か
ら
の
提

案
が
あ
っ
た
事
業
に
集
中
さ
せ
、

地
域
の
皆
さ
ん
が
協
働
で
取
り
組

む
事
業
を
村
も
後
押
し
す
る
形
で

の
取
組
と
な
り
ま
し
た
が
、
県
の

ヒ
ア
リ
ン
グ
に
も
地
域
の
皆
さ
ん

に
参
加
い
た
だ
く
な
ど
す
る
中
で
、

課
題
解
決
に
地
域
や
住
民
グ
ル
ー

プ
が
真
剣
に
取
り
組
む
姿
勢
が
高

く
評
価
さ
れ
、
昨
年
を
上
回
る
採

択
と
い
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

平成１８年度コモンズ支援金事業　採択事業一覧表 
（単位：千円）

支援金事業費事　業　内　容提案者事業主体事　業　名

9001,000
・ウォーキンコース看板整備

・講習会、講演会の開催
村づくり塾喬木村

椋文学の里

ウォーキング運動

第１次 2,4503,675
・散策のための遊歩道整備

・案内看板整備
氏乗区喬木村

過誤除けの滝

遊歩道整備事業

140210・遊休荒廃農地の再利用
上平活性化

グループ
もろはらの会

遊休荒廃地対策

営農支援隊事業

1,0001,500
・地域住民が行う道路、

　水路整備に対する資材費支援
喬木村協働の道作り事業

第２次

260400・多目的コンクリート壁の整備村づくり塾喬木村
旧中グランド

整備事業

420630
・散策のための遊歩道整備

・案内看板整備
大島区喬木村

菊目石の里

遊歩道整備事業

1,1081,481
・貯水池の排土

・受付案内所用テントの購入
喬木村くりん草園整備事業

1,6271,627・遊休農地への花木植栽村づくり塾
伊久間原

活性化組合

遊休農地活用

花の広場づくり事業

7,90510,523合　　　　　　　　計

　

飯
伊
消
防
技
術
大
会
が
七
月
十

六
日（
日
）に
時
折
雨
の
降
る
中
、

根
羽
村
村
民
グ
ラ
ン
ド
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部

は
、
優
勝
経
験
も
あ
り
、
実
力
の

高
さ
に
は
定
評
の
あ
る
喬
木
村
消

防
団
の
競
技
と
な
る
と
他
団
や
多

く
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
会
場
内
に
集

ま
り
熱
い
注
目
を
よ
せ
て
い
ま
し

た
。
そ
ん
な
な
か
南
班
と
町
郭
班

が
競
技
を
行
い
、
日
ご
ろ
の
訓
練

の
成
果
を
存
分
に
発
揮
し
、
放
水

ま
で
四
十
秒
の
早
さ
と
操
法
技
術

の
高
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

ラ
ッ
パ
吹
奏
の
部
で
は
、
雨
天
の

た
め
体
育
館
で
の
発
表
と
な
り
ま

し
た
が
、
十
一
名
の
ラ
ッ
パ
の
そ

ろ
っ
た
音
色
と
三
名
の
打
楽
器
の

正
確
な
リ
ズ
ム
で
心
に
残
る
吹
奏

が
出
来
ま
し
た
。
な
お
、
小
型
ポ

ン
プ
操
法
の
部
の
優
勝
は
飯
田
市

Ａ
と
な
り
ま
し
た
。

□ラッパ吹奏の部

　喬木村消防団…Bグループ

　　　　　　　　　第３位

□小型ポンプ操法の部

　第一分団南班……第12位

　第一分団町郭班…第16位

多目的コンクリート壁が設置される旧中グランド多目的コンクリート壁が設置される旧中グランド

飯伊大会での南班
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国民健康保険
被保険者証の

更新について

　

現
在
お
持
ち
の
国
民
健
康
保
険

の
被
保
険
者
証（
保
険
証
）は
、
九

月
末
で
有
効
期
限
が
切
れ
ま
す
。

九
月
二
十
一
日（
木
）、
二
十
二
日

（
金
）の
二
日
間
は
、
下
表
の
日
程

で
保
険
証
の
更
新
に
回
り
ま
す
。
現

在
お
持
ち
の
保
険
証
を
持
っ
て
、

お
近
く
の
場
所
へ
お
出
か
け
く
だ

さ
い
。
遠
隔
地
及
び
学
生
用
の
保

険
証
も
こ
の
時
期
更
新
に
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。　

役

場
で
の
更
新
は
、
九
月
二
十
五
日

（
月
）か
ら
と
な
り
ま
す
。
例
年
、

保
険
証
の
更
新
を
忘
れ
て
い
る
方

が
見
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
時
期
が

近
付
き
ま
し
た
ら
オ
フ
ト
ー
ク
で

も
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
忘
れ

ず
に
更
新
を
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

【2日目】　　9月22日(金)

9：00 ～　9：10桃添 村山洋一さん宅前

9：15 ～　9：25桃 添 広 町

9：30 ～　9：40加 々 須 区 民 会 館

9：50 ～ 10：00大島牧畑集落センター

10：05 ～ 10：15大 島 分 店 前

10：30 ～ 10：40野 田 原 会 所

10：55 ～ 11：15富 田 陶 芸 館

13：30 ～ 14：00第 二 公 民 館

14：20 ～ 14：30寺 之 前 集 落 セ ン タ ー

14：35 ～ 15：05旧 北 会 所

15：10 ～ 15：40南 農 事 集 会 所

【1日目】　　9月21日(木)

9：00 ～　9：15帰 牛 原 公 民 館

9：30 ～　9：40大 和 知 公 民 館

9：50 ～ 10：00氏 乗 分 店 前

10：05 ～ 10：15氏 乗 公 民 館

10：40 ～ 11：00第 一 公 民 館

11：05 ～ 11：35阿 島 傘 伝 承 館

13：30 ～ 14：00伊 久 間 加 工 セ ン タ ー

14：05 ～ 14：25伊 久 間 団 地 入 口

14：40 ～ 14：55上 平 消 防 詰 所

15：00 ～ 15：15上 の 原 公 民 館

15：25 ～ 15：35医 泉 寺

15：40 ～ 15：50田 上 川 消 防 セ ン タ ー

国保被保険者証(保険証)更新の日程表

国国国国国国国国国国
保保保保保保保保保保
保保保保保保保保保保
険険険険険険険険険険
証証証証証証証証証証
のののののののののの

国
保
保
険
証
の

更更更更更更更更更更
新新新新新新新新新新
にににににににににに
つつつつつつつつつつ
いいいいいいいいいい
てててててててててて

更
新
に
つ
い
て

　

九
月
二
十
一
日（
木
）、
二
十
二

日（
金
）は
各
地
区
を
ま
わ
り
、
二

十
五
日
以
降
は
役
場
で
更
新
で
き

ま
す
。

　

九
月
末
で
国
保
保
険
証
の
有
効

期
限
が
切
れ
ま
す
。
古
い
保
険
証

は
使
え
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
忘

れ
ず
に
新
し
い
保
険
証
に
更
新
し

ま
し
ょ
う
。（
遠
隔
地
用
、
学
生

用
の
保
険
証
も
忘
れ
ず
更
新
し
ま

し
ょ
う
。）

こ
ん
な
時
に
は
加
入
の
手
続
き
を

手
続
き
し
な
い
と
…

　

保
険
証
が
な
い
た
め
、
医
療
機

関
で
の
診
察
代
を
全
額
支
払
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

・
他
の
市
区
町
村
か
ら
喬
木
村

に
転
入
し
て
き
た
と
き

・
職
場
の
健
康
保
険
等
を
や
め

た
と
き
、
被
扶
養
者
で
な
く

な
っ
た
と
き

・
子
供
が
生
ま
れ
た
と
き

・
生
活
保
護
を
受
け
な
く
な
っ

た
と
き

こ
ん
な
時
に
は
脱
退
の
手
続
き
を

手
続
き
し
な
い
と
…

　

保
険
証
が
二
枚
と
な
る
た
め
、

保
険
料
を
二
重
に
支
払
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

・
喬
木
村
か
ら
他
の
市
区
町
村

に
転
出
す
る
と
き

・
職
場
の
健
康
保
険
等
に
加
入

し
た
と
き
、被
扶
養
者
に
な
っ

た
と
き

・
国
保
加
入
者
が
死
亡
し
た
と

き
・
生
活
保
護
を
受
け
る
よ
う
に

な
っ
た
と
き

　

定
年
退
職
し
て
国
保
に
加
入
し

た
場
合
、
厚
生
年
金
や
共
済
年
金

等
の
老
齢
年
金
や
退
職
年
金
等
を

受
け
ら
れ
る
方
で
、
そ
の
被
保
険

者
期
間
が
二
十
年
以
上
、
ま
た
は

四
十
歳
以
降
で
十
年
以
上
あ
る
方

は
、
老
人
保
健
に
該
当
す
る
ま
で

の
間
、
退
職
者
医
療
制
度
で
医
療

機
関
に
か
か
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

役
場
で
手
続
き
が
で
き
ま
す
の
で
、

必
要
な
も
の
を
持
っ
て
お
で
か
け

く
だ
さ
い
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

・
年
金
証
書
（
年
金
手
帳
と
は

異
な
り
ま
す
）

・
国
保
の
保
険
証

・
印
鑑

国国国国国国国国国国
保保保保保保保保保保
のののののののののの
加加加加加加加加加加
入入入入入入入入入入
、、、、、、、、、、
脱脱脱脱脱脱脱脱脱脱
退退退退退退退退退退

国
保
の
加
入
、
脱
退

のののののののののの
手手手手手手手手手手
続続続続続続続続続続
きききききききききき
にににににににににに
つつつつつつつつつつ
いいいいいいいいいい
てててててててててて

の
手
続
き
に
つ
い
て

退退退退退退退退退退
職職職職職職職職職職
者者者者者者者者者者
医医医医医医医医医医
療療療療療療療療療療
制制制制制制制制制制
度度度度度度度度度度

退
職
者
医
療
制
度

にににににににににに
つつつつつつつつつつ
いいいいいいいいいい
てててててててててて

に
つ
い
て



情報誌 ２００6.9 6

　

乾
電
池
・
蛍
光
管
の
収
集
を
次

の
と
お
り
行
い
ま
す
。

○
期　

日

　

九
月
十
日
�

○
出
し
方

・
乾
電
池
は
家
に
あ
る
レ
ジ
袋
に

入
れ
氏
名
ま
た
は
電
話
番
号
を

必
ず
記
入
し
て
出
し
て
下
さ
い
。

・
蛍
光
管
は
、
必
ず
紙
袋
か
ら
出

し
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
設
置
し

て
あ
り
ま
す
コ
ン
テ
ナ
へ
出
し

て
下
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
環
境
室　

環
境
保
全
係

　

�　

－

５
１
２
６

３３
乾
電
池
・
蛍
光
管

収
集
の
お
知
ら
せ

飯
伊
地
域
就
職
面
接
会

（
一
般
求
職
者
対
象
）

開
催
の
お
知
ら
せ

　

現
在
、
お
仕
事
を
お
探
し
の
方

を
対
象
に
就
職
面
接
会
を
開
催
し

ま
す
。

　

当
日
は
、
個
別
事
業
所
と
の
面

接
方
式
に
よ
り
人
事
担
当
者
か
ら

直
接
、
求
人
内
容
や
応
募
方
法
等

の
説
明
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

ほ
か
、
参
加
事
業
所
の
求
人
情
報

等
を
提
供
い
た
し
ま
す
。

○
日　

時

　

平
成
十
八
年
九
月
二
十
二
日
�

　

午
後
一
時
三
十
分
〜
四
時

○
場　

所

　

シ
ル
ク
プ
ラ
ザ

　

（
飯
田
市
育
良
町
一－

七
）

○
対
象
者

　

お
仕
事
を
お
探
し
の
方
で
あ
れ

ば
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

（
新
規
学
卒
者
は
除
く
）

○
問
合
せ
先

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
飯
田

　

�　

－

８
６
０
９

２４
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平成１８年８月６日執行平成１８年８月６日執行

長野県知事選挙長野県知事選挙

開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果票結果

得票数氏　　名

２，３０１票村　井　　　仁  

２，１２６票田　中　康　夫

４，４２７票有 効 投 票 数

４９票無 効 投 票 数

４，４７６票投 票 総 数

７８．２８％投 票 率

期日前・不在者含む

投票者数の内
期日前投票者数

投票率投票者数有権者数区　　分

6475.68392518男
第１投票所

8978.36460587女

15377.108521,105計南・馬場・両平

7677.51524676男
第２投票所

9476.20586769女

17076.821,1101,445計北・寺の前・郭・町

2092.4598106男
第３投票所

1887.60113129女

3889.79211235計帰牛原

2581.33122150男
第４投票所

3881.60133163女

6381.47255313計上　平

4371.58335468男
第５投票所

5771.22349490女

10071.40684958計伊久間

2278.59279355男
第６投票所

2478.39301384女

4678.48580739計富　田

1382.146984男
第７投票所

986.496474女

2284.18133158計大和知

1888.428495男
第８投票所

1486.608497女

3287.50168192計氏　乗

2080.617998男
第９投票所

2188.308394女

4184.38162192計加々須

292.865256男
第１０投票所

482.545263女

687.39104119計大　島

883.82114136男
第１１投票所

981.75103126女

1782.82217262計田上川

31178.342,1482,742男

計 37778.232,3282,976女

68878.284,4765,718計
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「
加
護
受
け
の
滝
」か
ら「
禍
誤
除
け
の
滝
」へ

「
加
護
受
け
の
滝
」か
ら「
禍
誤
除
け
の
滝
」へ

－－

文
化
財
保
護
委
員
会
と
有
識
者
検
討
会
議
か
ら

文
化
財
保
護
委
員
会
と
有
識
者
検
討
会
議
か
ら－－

　

矢
筈
公
園
奥
の
小
川
川
上
流
に

あ
る
「
加
護
受
け
の
滝
」
は
昔
か

ら
「
か
ご
よ
け
の
滝
」
と
呼
ば
れ

て
い
ま
し
た
が
昭
和
五
十
四
年
村

史
編
纂
を
期
に
正
式
名
称
が
な
い

と
い
う
こ
と
と
村
に
良
い
こ
と
が

訪
れ
る
よ
う
に
と
い
う
願
い
を
こ

め
て
「
加
護
受
け
の
滝
」
と
定
め

ら
れ
、
以
後
正
式
名
称
と
し
て
使

わ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
地

元
氏
乗
で
は
今
で
も
「
か
ご
よ
け

の
滝
」の
呼
び
名
が
根
強
く
あ
り
、

区
民
の
間
で
は
一
般
的
に
使
わ
れ

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の

よ
う
に
一
つ
の
滝
に「
加
護
受
け
」

「
禍
誤
除
け
」
の
二
つ
の
呼
び
名

が
あ
り
呼
称
の
統
一
が
必
要
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。

　

今
年
三
月
、
第
四
次
総
合
振
興

計
画
の
審
議
中
に
議
会
か
ら
教
育

委
員
会
へ
滝
の
名
称
統
一
を
委
ね

ら
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、
こ
の
問

題
を
検
討
す
べ
く
文
化
財
保
護
委

員
会
と
有
識
者
に
よ
る
合
同
の
検

討
会
議
を
六
月
二
十
二
日
と
七
月

十
日
の
両
日
開
催
し
、「
地
域
の

人
達
の
生
活
の
中
か
ら
生
ま
れ
た

言
葉（
禍
誤
除
け
）は
尊
重
す
べ
き
」

と
い
っ
た
意
見
が
大
勢
を
占
め
る

な
か
で
名
称
を
「
か
ご
よ
け
」
と

し
、
表
記
を
「
禍
誤
除
け
」と
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
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